
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座

Z
9
月
5
日
㈪
、
7
日
㈬
、
9
日
㈮
、
10
日

㈯
午
後
1
時
〜
5
時
（
全
4
回
）　

n
ワ
ー

ド
初
級
（
文
章
作
成
）　

T
市
内
在
住
・
在

勤
者
（
学
生
を
除
く
）　

S
8
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）　

K
パ
ソ
コ
ン
交
友
会　

¥

2
千
円　

h
当
選
者
に
は
8
月
25
日
ま
で
に

通
知

m
t
8
月
22
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き

に
パ
ソ
コ
ン
講
座
「
ワ
ー
ド
初
級
」
希
望
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て

子
育
て
講
座

T
乳
幼
児
を

育
て
て
い
る

人　

S
20
人

（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）　

¥
受
講
料
500

円
、
材
料
費

300
円　

p
無

料m
8
月
20
日

ま
で
に
、
は

が
き
か
フ
ァ

ク
ス
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
年

齢
、
電
話
番
号
、
一
時
保
育
を
希
望
す
る
場

合
は
、
子
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）
と
年
（
月
）

齢
を
書
い
て

人
権
研
修　

Z
9
月
14
日
㈬
午
後
2
時
〜
3
時
30
分　

n
①
ハ
ン
セ
ン
病
回
復
者
と
家
族
が
お
か
れ

▼▼
と　き 内　容 講　師

 9月8日㈭ アロマクラフト講座
～ハーブ石鹸・アロマミスト作り～ 辻井　好美

 9月20日㈫ フラダンス体験～フラダンスで心も体もリラックス～ 河村　和子

10月7日㈮ 絵本講座
～おはなしは友達～ 山下　美奈

10月20日㈭ ミニコンサート～親子で音楽鑑賞～
大東ウインド
オーケストラ

いずれも午前10時～11時30分

▼

〒
574 － 

0
0
1
1
北
条
3 － 

10 － 

5

☎
877
・
6
0
6
6　

f
877
・
6
0
6
7

北
条
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ク
ル
体
験

①
抹
茶

Z
8
月
9
日
㈫
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

n
お
い
し
い
抹
茶
と
お
し
ゃ
べ
り
で
心
を
和

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
簡
単
に
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す　

0

②
ヨ
ガ

Z
8
月
23
日
㈫
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

n

体
の
硬
い
方
で
も
気
軽
に
で
き
る
運
動
で
す
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
下
で
安
心
し

て
行
え
ま
す　

0　

z
バ
ス
タ
オ
ル
、
運
動

の
で
き
る
服
装
で

③
太
極
拳　

Z
8
月
26
日
㈮
午
後
2
時
〜
5
時　

n
ゆ
っ

た
り
と
し
た
呼
吸
と
動
き
が
特
徴
で
、
誰
で

も
無
理
な
く
楽
し
め
る
健
康
を
目
的
と
し
た

運
動
で
す　

0　

z
タ
オ
ル
、
運
動
の
で
き

る
服
装
で

④
フ
ラ
ダ
ン
ス　

Z
8
月
29
日
㈪
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分　

n
笑
顔
で
楽
し
ん
で
踊
る
の
が
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
基
本
。
運
動
の
苦
手
な
方
で
も
楽
し
め
ま

す　

0

高
野
山
で
学
ぶ
人
権
バ
ス
研
修
会

Z
8
月
22
日
㈪
午
前
8
時 

●
集
合
場
所
＝

北
条
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー　

●
行
き
先
＝
高

野
山
金
剛
峯
寺　

n
「
宗
教
者
が
語
る
人

権
」
を
テ
ー
マ
に
人
権
研
修
を
実
施　

T
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者　

S
先
着
25
人　

¥
千
円　

m
t
8
月
5
日
か
ら
電
話
か
来
館

▼▼

　

江
戸
時
代
の
中
頃
ま
で
、
大
東
市
に

は
深ふ
こ

野の

池い
け

と
い
う
池
が
あ
り
ま
し
た
。

今
か
ら
約
6
千
年
前
の
縄
文
時
代
に
河

内
平
野
が
海
で
あ
っ
た
時
の
名
残
で
、

北
は
現
在
の
寝
屋
川
市
河
北
か
ら
、
南

は
東
大
阪
市
元
町
あ
た
り
ま
で
の
、
南

北
約
4.5
㌖
、
東
西
約
2
㌖
の
大
き
さ
で

し
た
。
本
市
で
は
、
深
野
、
三
箇
、
谷

川
、
御
供
田
、
泉
町
、
平
野
屋
、
南
新

田
な
ど
の
地
域
が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

柏
原
か
ら
堺
へ
流
れ
る
現
在
の
大
和

川
は
、
江
戸
時
代
に
新
し
く
造
ら
れ
た

も
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
柏
原
か
ら
幾
筋

も
の
流
れ
に
分
か
れ
河
内
平
野
を
北
上

し
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
吉
田
川
が
深
野

池
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
し
た
。
当
時
は

長
雨
が
続
く
と
各
所
で
堤
防
が
決
壊

し
、
洪
水
の
被
害
が
絶
え
な
か
っ
た
た

め
、
川
筋
の
農
民
た
ち
は
、
川
を
西
へ

真
っ
す
ぐ
堺
の
方
へ
流
す
よ
う
幕
府
に

訴
え
続
け
、
宝
永
元
年
（
1
7
0
4
）

に
、
つ
い
に
付
け
替
え
工
事
が
行
わ
れ

た
の
で
し
た
。

　

深
野
池
は
翌
年
の
宝
永
2
年
（
1
7

0
5
）
か
ら
開
発
が
始
ま
り
、
新
田
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
も
う
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
付
け
替
え
前
の
元
禄
2
年

（
1
6
8
9
）
に
、
当
地
を
旅
し
た
貝か
い

原ば
ら

益え
き

軒け
ん

と
い
う
学
者
が
そ
の
著
「
南な
ん

游ゆ
う

紀き

行こ
う

」
の
中
で
、
池
の
様
子
を
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
ま
す
。

　

「
池
の
広
さ
は
南
北
2
里
、
東
西
1

里
で
湖
の
よ
う
で
、
そ
こ
に
は
島
が
あ

り
三
箇
と
い
う
村
が
あ
る
。
島
に
は
漁

で
暮
ら
す
家
が
七
、八
十
戸
あ
り
、
田

畑
も
あ
る
。
池
に
は
コ
イ
、
フ
ナ
、
ナ

マ
ズ
、
ハ
ス
な
ど
魚
が
多
く
、
毎
日
魚

を
捕
っ
て
大
坂
へ
売
り
に
行
く
。
ま
た
、

蓮は
す

や
み
ず
ぶ
き
、
葦よ
し

が
多
く
生
え
、
そ

れ
を
採
っ
て
生
活
に
用
い
て
い
る
。
特

に
菱ひ
し

が
多
く
、
そ
の
実
を
採
っ
て
、
飯

や
団
子
や
粥か
ゆ

に
し
て
食
べ
、
ま
た
、
売

っ
た
り
も
し
た
。
菱
を
採
る
日
は
決
ま

っ
て
お
り
、
菱
に
は
税
が
か
か
ら
な
か

っ
た
。」

　

こ
の
記
述
か
ら
、
三
箇
は
か
つ
て
深

野
池
に
浮
か
ぶ
島
で
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

今
日
の
大
東
市
の
姿
が
形
成
さ
れ
る

の
は
、
大
和
川
の
付
け
替
え
、
深
野
池

の
開
発
以
降
の
こ
と
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。 

（
生
涯
学
習
課
）

第 22話
大
東
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
に
見
る
地
域
遺
産
⑩

「
益え
き

軒け
ん

の　

み
た
深
野
池　

 

今
は
な
し
」

 「
大
和
川　

北
か
ら
西
に

 

付
け
替
え
る
」
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